
 

廃棄物資源循環学会企画セミナー 

太陽光発電システムの廃棄・リサイクル・リユースの動向 

                             2020－12－7 

                                  廃棄物資源循環学会                                

 

〔趣 旨〕学会誌で特集した表記の問題について、セミナーを実施することを企画いたしました。近年、太陽

光発電の普及とともに将来の廃棄物量が危惧されること、また現状でも寿命を迎えた製品が廃棄物になるととも

に、自然災害による廃棄物も発生していることから関心が高いと考えております。すでにリサイクルに関してガ

イドラインが発出されていますし、廃棄等費用の積立を担保する制度に関しては「エネルギー供給強靭化法」が

2020年6月5日に成立しております。是非とも皆様お集まりいただき、最新の情報を入手し、情報交換していた

だきたいと思います。 

〔主 催〕 廃棄物資源循環学会  

〔日 時〕 2020年12月22日（火）13:00～17:00（受付開始12：30） 

〔会 場〕 ＷＥＢセミナー：学会事務局から発信 

〔定 員〕 100名（事前WEB申込み制） 

〔参加申込み〕学会ホームページ（http://jsmcwm.or.jp/?p=）から申込みください。 

 セミナー参加費 会員5千円、非会員1万円（正会員入会の場合は無料） 

         学生・自治体3千円 

   事前振込でお願いします。 

 

〔プログラム〕 
＜13：00～13：05＞ 開会の挨拶               高岡昌輝（学会誌編集委員長）          

                           座長 高岡昌輝（京都大学） 

＜13：05～13：45 ＞ 基調講演 太陽光発電システムのリサイクル制度・ガイドライン  

                              貞永新（環境省） 

＜13：45～14：10 ＞ 太陽光発電システムの廃棄等費用の外部積立制度 

                              久保 晃司（資源エネルギー庁）                            
＜14：10～14：35 ＞ 廃太陽光発電システムのリユースリサイクルの課題    

                              小野広弥（ﾈｸｽﾄｴﾅｼﾞｰ・ｱﾝﾄﾞ・ﾘｿｰｽ㈱） 

＜14：35～15：00 ＞ 廃太陽光発電システムのリサイクル及びリユース事業 

                              瀬川昇（東芝環境ｿﾘｭｰｼｮﾝ㈱） 

＜15：00～15：10＞ 休憩 

 
＜15：10～15：35＞ 廃太陽光発電システムリサイクルの海外動向 

                              島村安俊（㈱野村総合研究所） 
＜15：35～16：00＞ 廃太陽光発電システムの発生量推計及びフロー解析 

                              村上進亮（東京大学） 

＜16：00～16：10＞ 休憩 

 

＜16：10～16：50＞ 質疑・パネルディスカッション      高岡昌輝 

 

＜16：50～16：55＞  閉会の挨拶       長田守弘（学会副会長） 
                                         以上           


